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　　　　　　　　　　病院における個人情報保護の課題
一個人情報保護に対する医療者と患者・家族との意識の差より一
はじめに
　今年4月過り、「個人情報保護法」が施行され、社会
では個人情報の取り扱いに関する声が大きくなってい
る。個人情報は有用性の高いものであるが、十分に配
慮していなければプライバシーの侵害などの被害が生
まれるものでもある。そのようなことを起こさないた
めには、患者様が個人情報保護に対してどのような考
えを持ち、期待しているのかを知り、個人情報を扱っ
ていく必要があるのではないか、実際に当院でも、「当
院における個人情報保護方針・利用目的細則」を作成
し個人情報を取り扱っているが、現状では患者様の個
人情報保護に対する意識がどの程度のものであるか把
握できていないのではないか、そこで医療者と患者
様・家族の個人情報保護に対する意識の差異を調べ、
今後の病院における個人情報保護の課題を明らかにす
ることを期待し本研究を行った。
1研究方法
1）調査対象者
　東京医科大学病院病棟看護師20名、医師27名、入
　院患者及び家族40名　計87名　回収80名　回収率
　91．90／0
2）調査方法
　質問紙を作成し研究対象者に記述式で選択回答及
　び自由回答を求める。質問紙の配布方法は、調査者
　が直接配布し、回収はナースステーションに回収
　ボックスを設置した。
3）倫理的配慮
　調査結果は研究目的以外に使用せず、個人の特定
　や不利益が生じないように配慮した。
4）調査期間
　且17年9月12日～10月13日
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相手が家族であると名乗っているが、本当であるかわ
からない時、目にふれられそうなところにカルテやフ
ローシートが置き去りにされている時、データの管理
などがあげられた。
　図4に当院専用の「個人情報保護方針・利用目的細
則」の認知度を示す。患者の58％は「個人情報保護方
針」を知らなかった。
　ベッドネームの氏名表示、点滴ボトルや注射薬の搬
送カートへの氏名表示、病室への名札掲示、名前バン
ド・輸血バンドの氏名表示、カルテやフィルムボック
スの背表紙への氏名表示、畜尿ビンの氏名表示、食札
への氏名表示、外来での問診表への氏名表示、面会受
付での入院患者様名簿への記載については、図5～図
14に示す。
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ll結果
　個人情報保護法の認知度（図1）は医療者は98％、患
者は88％であった。個人情報保護法の理解度（図2）は
医療者は96％、患者は81％であることが明らかになっ
た。
　個人情報保護法の必要性について図3に示す。医療
者は83％、患者は72％が必要と感じ、具体的には、患者
では、病状説明の時、障害保険請求の時、職場に病気に
ついて秘密にしている時などがあげられた。医療者側
では、医師が病室内で病状説明をしている時、患者に
他の患者のことを聞かれた時、電話での問いあわせで、
個人情報保護法の理解度
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図4　当院「個人情報保護方針・利用目的細則」の認知度
一　44　一
第26回東京医科大学病院看護研究集録
　患者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患者
医讐2。。／，端6。。／，8。。／，＿医療驚奪難…響6。。／．8。。／，＿
　　　　　　図5　ペットネームの表示　　　　　　　　図6　点滴ボトル、注射薬カートへの氏名表示
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　　　　　　図7　病室入口への名札掲示　　　　　　　　図8　名前バンド、輸血バンドの氏名表示
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図9　カルテやフィルムボックスの背表紙の氏名表示　　　　　　　図10糞尿ビンの氏名表示
　患者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患者
医療者。　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療者
　　　oo／o　200／o　400／o　600／o　soo／o　looo／，　oo／o　200／o　40％　6po／o　soo／．　looo／o
　　　　　　　図ll取札への氏名表示　　　　　　　　　　　図12外来での氏名による呼び出し
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　　　　図13外来での問診表への氏名記入　　　　　　　図14面会受付での入院患者様名簿への記載
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図15　当院の個人情報保護への配慮
　院内において個人情報保護への配慮が足りないと
感じたことがあると答えたのは（図15）、医療者では
46％であるのに対し、患者では4％と少なかった。
「ある」と答えた医療者側の具体的内容は、病室内で
病状説明をしている時、コンピューターの中に保存
された患者情報が医療者なら誰でも見れてしまう時、
エレベーター内での個人が特定できる会話、個人情
報に対する張り紙や用紙はあるものの職員の受け止
め方が十分とはかぎらない、外来診療室が個室でな
い等があげられた。
　個人情報保護法施行にあたり、「医療安全面へ患者
は不安を感じるか」の問いにおいて、ベッドネームの
廃止について不安に感じるのは73％、病室入り口の
ネーム廃止は63％、外来での名前の呼び出しは53％
であった。個人情報を扱う上で気をつけてほしいと
患者が思うことは、患者の取り違えなどを防止して
プライバシーが保護されること、コンピューターの
管理、病院が学会などに発表する時などがあげられ
た。
　医療者の個人情報保護に対する仕事面での意識に
ついて、プライバシーが守れる環境で病歴聴取や病
状説明を行っているのは66％、カルテやフローシー
トは氏名が見えぬよう扱っているのは44％、カルテ
ボックスを患者氏名が見えぬよう持ち運んでいるの
は12．7％、個人情報が記載されているものはシュレッ
ダーにかけているのは92％であった。
　個人情報保護について、今後改善が必要だと医療
者が思うことは、カルテやフローシートを使用しそ
の場を離れる時は所定の位置へ戻すか必ず裏返しに
する、名前表示は小さくする、病歴聴取・病状説明は
個室を利用する、電子カルテの導入、コンピューター
のセキュリティの向上、入院時に重症化したときに
家族に全てを話してよいかチェックする項目を作る
（家族への病名無告知の場合）などがあげられた。逆
に、患者を名前で呼んではいけないというのは安全
管理上から危険、人を・番号で呼ぶほうが嫌な感じ、名
前を呼ぶことに心安らぐ患者様もいると思うなどの
回答もあった。
皿考察
　個人情報保護法という言葉は耳にしたことがある
が、内容に触れたことがなく、それにより個人情報保
護法に対する個人の意識の差が生まれてくると考えら
れる。また個人情報保護法の内容に触れる機会となる
当院専用の「個人情報保護方針・利用目的細則」につ
いて知っているかの問いでは、医療者、患者ともに認
知度が低いが、特に患者に「個人情報保護方針・利用
目的細則」が浸透していないことがわかる。医療者も
知っているが読んでいないと答えたのが52％と最も多
く、再度設置場所や内容の確認をする必要があり、患
者側にはどう浸透させていくかの検討が必要なのでは
ないか。
　「医療において個人情報保護法の必要性があるか」
の問いは、大変必要、少し必要をあわせて医療者、患者
ともに70％を超している。またどんなときに必要性を
感じるかの意見として患者側からは、「自分の病歴は
他人に知られたくない」「（会社、知人へ）自分の病気を
隠しているから」などがある。医療者側も「患者のプラ
イバシーのため」「患者が自分の病名を知られたくな
いとき」「無神経な面会人が患者について詳しく聞き
だそうとしてきたとき」と同じ意見が見られる一方、
医療者、特に医師から「個人情報にとらわれすぎて検
体の取り違い等危険な過ちを犯す可能性もあり、医療
の現場では慎重に取り組むことが必要である」と危険
の可能性を指摘する声もあり、臨床現場での個人情報
保護法施行による安全面への影響は大きいと考える。
　「医療安全管理の確保のために当院において現行し
ている氏名の呼称、掲示について気になるか」の問い
では、ベッドネーム、薬剤搬送カート、名前バンド・輸
血バンドの氏名表示、カルテやフィルムボックスの背
表紙、出札への氏名表示について医療者、患者とも気
にならない、ほとんど気にならないが多く、医療者、患
者ともに上記氏名表示を安全面において必要と考えて
いると言える。病室入口への名札掲示について患者よ
り医療者で気になるとの意見が多かった背景には、他
院での病室入口の名札廃止：3　）や当病棟は混合病棟なの
で何心に入院している患者か（臨床検査医学科は除く）
の明記もしておりその点からも気になるのではないか
と考える。外来での氏名による呼び出しについては、
患者は気にならないが多かったのに対し医療者では気
になるが多かった。「診療科によって直接、疾患がわか
ってしまう」「外来で名前を大声で呼んでいるときに
個人情報保護法の必要性を感じた」との意見もある。
現在、外来で番号による受診順番掲示をしているが、
外来の呼名が安全面で必要であると答えたのは、患者
が半数を占めるため配慮しながら呼名も必要かと思わ
れる。
　院内において個人情報保護への配慮が足りないと感
じたことがあるのは、医療者では半数近いのに対し患
者では少数だった。患者は自分の情報がどのように使
用され、保管されているかの認識が低い事が、個人情
報保護の配慮が足りているとの結果につながったと思
われる。一方医療者の意見として「サマリーをパソコ
ンに保存しているとき。」「ナースステーション内での
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患者情報の話し合い。」「病室内での病状説明、検査説
明。」等があり医療者は多くの患者に接する機会があ
るため気になる点が出でくるのではないかと考えられ
る。個人情報保護のために医療者は、「個人情報の記載
のあるものは使用後シュレッダーにかける」などのよ
うに気を付けているものもあるが、「カルテボックス
を持ち運ぶ際に氏名が見えないように注意を払う」な
ど十分に個人情報保護iがされているとは言えない。個
人情報保護が必要かつ可能な行為については、きちん
と実施していく事が重要であり、患者への信頼につな
がっていくと思われる。
Isr結論
　個人情報保護法という名称のみ知られており、その
内容や当院での取り組みについて周知されていない。
また現在、医療安全確保のために行っている氏名表示、
呼称について患者は予想よりも気にしておらず、個人
情報を重視するというよりも、医療安全確保を重視し
ている事がわかった。一方、医療者は個人情報を扱う
場面での配慮が足りないと感じる部分もあり、医療者
の意識改善が必要である。当院として、まずは患者の
医療安全確保を充実させた上で、患者・家族、医療者に
個人情報保護法を浸透させ、医療者は適切に保護し管
理していくことが課題である。
　最後に、アンケートに御協力頂いた多くの方々に感
謝いたします。
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《アンケート内容》
1　個人情報保護法という言葉を知っていますか
　　①知っている　　②知らない
2　個人情報保護法について理解しているとおもいますか
　　①理解している　　②少し理解している　　③理解していない
3　医療において個人情報保護法は必要だと思いますか
　　①大変必要　　②少し必要　　③どちらともいえない　　④必要でない　　⑤全く必要無い
4
5
6
7
医療においてどのような時に必要だと感じましたか
東京医科大学病院に「個人情報保護方針・利用目的細則」があるのを知っていますか
　①知っており内容を読んだ　　②知っているが読んでいない　　③知らない
医療安全管理のため院内で行っている以下の場面での氏名の呼称や掲示について
　①大変気になる　②気になる　③どちらともいえない　④気にならない　⑤全く気にならない
　（1）ベッドネームの氏名表示について
　（2）点滴ボトルの氏名表示
　（3）病室入口への名札掲示
　（4）名前バンド、輸血バンドの氏名表示
　（5）カルテやフィルムボックスの背表紙への氏名表示
　（6）蓄尿ビンの氏名表示
　（7）食指への氏名表示
　（8）外来での氏名による呼び出し
　（9）外来での問診表への氏名記入
　（10）面会受付での入院患者様名簿への記載
院内において個人情報保護への配慮が足りないと感じたことがありますか
　①ある　　②ない
　あると答えた方は具体的にお書きください
8　実際に医師や看護師は個人情報保護に配慮し行動していると思いますか
　　　①はい　　②いいえ
9　個人情報保護法施行にあたり、医療安全面で下記の場合、不安を感じますか
　　　①はい　　②いいえ
　　　（1）ベッドネームの廃止
　　　（2）病室入り口のネーム廃止
　　　（3）外来で名前による診療順番呼び出し廃止
10個人情報を扱う上で気をつけてほしいことはありますか
ll　【医療者のみ】　個人情報保護について仕事上意識を持って行動していますか
　　　①アナムネ、ムンテラは個室やプライバシーが守れる環境で行っている
　　　②カルテやフローシートは氏名が見えぬよう扱う
　　　③カルテボックスを持ち運ぶ際、氏名が見えぬよう注意を払っている
　　　④個人情報が記載されているものはシュレッダーにかけている
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